
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
の

障
害
者
控
除
は

確
定
申
告
時
に
、
65
才
以
上
の

高
齢
者
で
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
、
障
害
者
控
除
対
象
者

と
し
て
認
定
さ
れ
る
よ
う
適
用
拡
大

を
求
め
る
。

本
市
の
認
定
基
準
や
対
象
範
囲

に
つ
い
て
、
早
期
に
見
直
し
を
し
、

今
後
は
、
介
護
認
定
に
合
わ
せ
て
、

「
障
害
者
」「
特
別
障
害
者
」
に
認
定

で
き
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
申
請

書
を
送
付
す
る
。ま
た
広
報
や
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
わ
か
り
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た

い
。

5
年
間
の
遡
及
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
袋
井
市
の
対
応

は
ど
う
か
。

現
在
の
認
定
基
準
の
中
で
、
申

請
が
あ
れ
ば
遡
及
し
た
い
。

新
幹
線
南
側

「
治
水
対
策
」
の
見
通
し
は

都
市
型
ポ
ン
プ
場
の
整
備
・
遊

水
池
の
整
備
・
秋
田
川
の
再
改
修
な

ど
、
計
画
策
定
の
見
通
し
は
。

ポ
ン
プ
の
能
力
や
遊
水
池
の
容

量
な
ど
を
再
検
証
し
、
平
成
26
年
度

中
に
確
定
で
き
る
よ
う
、
治
水
計
画

を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
個
々
の

施
設
は
、
規
模
や
配
置
な
ど
確
定
次

第
示
し
て
い
き
た
い
。

寺
井
紗
知
子 

議
員

「
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
を

議
会
や
行
政
に
関
心
を
高
め
て

も
ら
い
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
そ

の
視
点
が
活
か
さ
れ
る
「
子
ど
も
議

会
」
の
開
催
を
望
む
。

子
ど
も
達
が
市
政
に
関
心
を
持

つ
た
め
の
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ

る
。
市
政
施
行
10
周
年
に
あ
た
る
平

成
27
年
度
に
、
記
念
事
業
と
し
て
開

催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

就
労
支
援
制
度
の
拡
充
を

福
祉
施
設
へ
通
所
す
る
身
体
・

知
的
障
害
者
の
交
通
費
の
公
平
性
を

図
る
上
で
、
精
神
障
害
者
と
同
等
の

通
所
費
助
成
が
で
き
な
い
か
。

障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
の
制

度
の
趣
旨
か
ら
も
障
害
の
種
別
に
関

係
な
く
平
等
に
助
成
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。
今
後
、
制
度
の

内
容
を
精
査
し
、
助
成
に
向
け
て
26

年
度
に
要
綱
等
の
整
備
を
進
め
た

い
。

地
震
発
生
時
の
緊
急
対
応
を

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の

減
災
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
公
共
施

設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
非
常
防
災

用
品
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
地
震
発
生
時

の
停
電
に
よ
り
停
止
の
恐
れ
も
考
え

ら
れ
る
。
不
測
の
事
態
に
備
え
、
非

常
防
災
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

沼
上 

賢
次 

議
員

駅南地区の治水対策

袋井市議会議場

市議会だより
H26.4.15■ No.45

ふくろい

市政に対する 一 般 質 問
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